
神の建造のための祭司職の回復（２）   

第 8週 神の建造のための祭司の体系（祭司職）の回復 

鳥

瞰 

主の回復は、祭司職によって実際化されます。主の回復は、祭司職の回復です。聖書の歴史から見ると、祭司の奉仕に関して、

人の側では常に失敗があり、神の側では継続的な回復がありました。神の家の建造は、祭司の体系と関係があり、また祭司の体

系にかかっています。神の住まいとしての神の家の建造は、祭司の体系です。わたしたちは祭司として奉仕するとき、建造し建

造される神を人の中へと供給して、神聖な命において成長させます。それはキリストのからだを建造していることです。 

 真理要点 経験適用 

１

日 
１．祭司の奉仕について、人の

側では常に失敗があり、神の側

では継続的な回復があるとは、

どういうことでしょうか？ 

 
２．召会生活の回復が祭司の生

活の回復であるとはどういうこ

とでしょうか？ 

１．アダムが創造されてから祭司の地位へと置かれ、失敗しましたが贖いによって回復されました。アベル

は贖いによってまた祭司とされました。後に人が堕落したことにより、神はアブラハムを選び、祭司としま

した。しかし彼の子孫はエジプトへと下って行きました。主は過越の祭りを通して彼らを贖い、彼らを祭司

の王国と成らせました。間もなくして、イスラエルの民全体は金の子牛を拝むことによって堕落しました。

その時、祭司職はレビの一部族へと転換しました。後ほど、エリの時代の状況は堕落しあわれでした。しか

し、神は王や預言者を起こして、祭司の奉仕を回復されました。 
２．聖書の記録ははっきりと、人の考えや活動によって開始された神の働きは一つもないことを見せていま

す。神のすべての働きは、祭司の生活を通して開始されました。わたしたちは、働き、活動、運動、方法、

形式、教えや賜物でさえ忘れなければなりません。わたしたちの唯一の必要は、真の祭司の生活です。時間

を聖別し、主の御前に出る必要があります。 

２

日 
１．祭司（職）がどれほど重要

であるかを述べてください？ 
 

２．召会が建造を得ることと、

祭司職とはどのような関係があ

りますか？ 

１．祭司が重要であるのは、神の享受と表現が祭司にかかっているからです。神は人において現されること

を望んでおり、それはまた祭司においてです。神は人の間で住まいを得ることを望んでおり、それはまた祭

司においてです。神は建造を欲しています、それもまた祭司においてです。聖書の中であらゆる栄光の事

は、すべて祭司と関係しています。 
２．旧約で、幕屋と宮の建造は、その回復を含めて、人が神の御前に出ること、祭司職にかかっていまし

た。祭司となる人は、神に近づき、神の御座に触れ、神に彼らを通して流れていただきます。また、彼らを

通して他の人の中へと流れることが出来ます。 

３

日 
１．現在進行している建造の働

きは、どのように進められます

か？ 
２．どのようにして人は神の心

にかないますか？ 

１．新エルサレムには何の土くれもないでしょう。なぜなら、すべての土くれは造り変えられて宝石となっ

ているからです。建造の働きは今日進行しており、それは石化、作り替えの過程と完成です。わたしたちは

日々キリストの前に出ることによって、水の流れを持つようになり土くれから作り変えられ、建造の石とな

ります。 
２．ダビデは神の心にかなう人でしたが、神は彼の中へと造りこまれませんでした。神はご自身を彼の選び

の民の中へと造り込むのを願われ、またこのことが、わたしたちすべてが必要としているということを認識

する必要があります。そうしてわたしたちの働きの目標は、キリストを人に供給して、三一の神がご自身を

彼らの存在の中へと建造し込むことができるようにします。 

４

日 
１．創世記第 2章の絵は、どのよ

うにして神の建造の展望を啓示

していますか？ 
 

２．エペソ第 3章 17節とヨハネ

による福音書第 14章 23節に出て

くる神と人の相互の住まいにつ

いて説明してください。 

１．創世記第 2 章は、命の木と川、そして金、ブドラク、縞めのうという尊い材料を啓示しています。これ

らの材料は建造のためです。なぜならこの後、神は一人の女、エバを建造したからです。聖書における神の

建造のこの展望が示しているのは、神の心の願いにしたがった神のエコノミーと目標が、ご自身を人の中へ

と建造し込み、人を神の中へと建造し込むことであるということです。 
２．エペソ人への手紙第 3章 17節は、キリストは今わたしたちの内側にいて、ご自身をわたしたちの中へと

建造し込み、この相互の住まいを生み出す働きを行なっておられると告げています。ヨハネによる福音書第

14章 23節で「だれでもわたしを愛する者……わたしの父は彼を愛され、わたしたちは彼の所へ行って、彼

と共に住まいを造る」。この住まいは三一の神のためだけでなく、わたしたちのためでもあります。 

５

日 
１．主のために働くとき、必要

な認識とは何ですか？ 
 

 

２．主のための働きを考慮し、

人を神にもたらしますが、三一

の神はどのくらい彼らの中に造

りこまれますか？ 

１．神のエコノミーに関する知識を人に提示するだけでは十分ではありません。わたしたちは三一の神を人

の中へと分与する必要があります。わたしたちの祈り、断食、悔い改め、告白を通して、三一の神はわたし

たちを満たし、わたしたちに浸透し、わたしたちの源、要素、本質としてわたしたちとミングリングするこ

とができます。わたしたちが三一の神で満たされるなら、語るとき、彼は流れ出て、人に供給され彼らの養

いとなります。 
２．わたしたちが誠実で真実であるなら、へりくだって、三一の神が、神にもたらした人の中へとあまり造

り込まれてこなかったと告白するでしょう。わたしたちの働きのあらゆる面（福音を宣べ伝えること、信者

たちを養うこと、聖徒たちを成就すること）において、内在的な要素は、建造し建造された神を、人に供給

することでなければなりません。 

６

日 
１．わたしたちはどのような方

法で建造すると、召会を損ない

ますか？ 
 

２．新約の中で啓示されている

建造について説明してくださ

い。 

１．もしわたしたちが木、草、刈り株をもって、すなわち天然の背景や天然の生活の方法から出て来て到達

したものをもって召会を建てるなら、召会を損ないます。わたしたちは召会を、金、銀、宝石をもって建て

るべきです。これはそれぞれ、神、キリスト、その霊を表徴します。実はわたしたちが建造しているのでは

無く、神がわたしたちを通して建造しているのです。 
２．神聖な要素がわたしたちの人性の中へと構成されるとき、わたしたちは神格においてではなく命と性質

において神となります。人の要素が神の中へと構成されるとき、神は人と成ります。これが新約で啓示され

ている建造です。この建造は、神聖な要素と人の要素が互いの中へと構成されることです。これが召会の建

造、キリストのからだの建造です。 

ま 

と

め 

聖書での神聖な啓示から見て、神は人に享受を与え、人において現され、人の間に住まいを得ること、建造されることを望んで

います。これらすべては栄光な事であり、すべて祭司において行なわれます。なぜなら、祭司となる人だけが、神と近づき、神

の御座に触れ、彼らを通して神が流れさせ、さらに他の人へと流れされることが出来るからです。わたしたちの実行は神の定め

られた道の４つのステップ、生み、養い、成就し建造するとき、わたしたちの働きは手順を経た三一の神をベースとしなければ

なりません。神は自身を彼の選びの民の中へと造り込みます。わたしたちは建造し建造された神を人の中へと供給しなければな

りません。 

祭司の奉仕 へブル 7:5   hierateia  ﾋｴﾗﾃｲｱ―― 祭司の働き、奉仕 

祭司職   へブル 7:12  hierosune ﾋｴﾛｽﾈ ――祭司の身分 

祭司の体系 Ⅰペテロ 2:5   hierateuma ﾋｴﾗﾃｳﾏ ――祭司の集合、団体、体系 


